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【研究内容】 
保険薬局を中心とした薬局機能並びに医療安全向上に関わる 
実務レベルの研究。 
 
 
【研究目的】 
これからの薬剤師を取り巻く環境を想定し、地域包括ケアシステムにおける薬局の機能と薬剤師の役割、地域住

民の求める「かかりつけ薬剤師・薬局」になるために必要な資質などを検証すると共に、薬剤師の医療安全向上

に関わるツールの開発を行う。 
 
 
【今後の展開】	

薬局薬剤師としての実務経験をもとに、ファーストアクセス（セルフメディケーション、健康支援・相談）、チー

ムアクセス（在宅医療・介護、在宅復帰、QOL 確保、医療安全、コスト適正化）、ソーシャルアクセス（地域活動、

県民との協力・啓発、24 時間・災害等体制、学校薬剤師・薬物乱用防止）、ラストアクセス（調剤業務、医療安

全、適正使用、コスト適正化）の各領域において必要なデータ等を収集し研究することにより、薬局薬剤師が専

門性を発揮できるよう実務レベルの様々な提言を行っていく。	

また、薬剤師の実務における医療安全向上に関わるツールの開発を行っていく。 
  
【主な研究テーマ／実績テーマと内容】	

○地域包括ケアシステムにおける薬局の機能と薬剤師の役割について	

○地域住民の求める「かかりつけ薬剤師・薬局」になるために必要な資質と今後の課題	

○後発医薬品推進について	

○薬局薬剤師の疑義照会について	

○医薬品パッケージデザインについて	

○患者用説明ツールの検証および開発	
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【企業との共同研究の実績】	

	


